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< この難本に描かれた薄の_つ一つ 

4> v ^ ^ が.颺名の邊»となる. 


コ a ボックルの家のような今イブ 
ハウスが五川上水の职付近仁•つた ♦ ► 
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S 力;《れるパ-ヵッパンは 
クリストプア* - • 
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中世の古袭器を使い、菜 l い舞今て全 a をかけめぐ 
る〇パの音楽壤（.章可）が蜒生して十年になる t 
•:の纪念すベ! S 時筘に十年分の音ご舞台を稾しん T 
t ら片うど70名近く入るライブハウスを作った t 
そのオープニングフェスティバルが8日間に：！ T ; •域 
リ広げられた， 

K ご5辁か b そのま3飛び出してきたような不 J 5 铋 
な音に大人も子供も吸い込まれていし二れから何 
か*始まるのか5わずワクワク L て L i うようなバグ 
、•イプに拷われて Lai . 心を解>执していた c 




▼7り--ジャズ•ビ r ニスト匕して豪佚な谪奏 
で-ころに響い T くる山下; t -« さん t 扮9 1ゲ 
ストとして»壜 
























































1992 - 7 •丨（月丨回発行) 


月刊 • え<てびあん-立川と貉ろラ • 立 JII に生きよ〇 


通巻96巷 


贲如苑だより 


4ふ必^由汆山必ふ必鈦 

I 7 月 16 日闲 I 

§ブダペスト| 
|少年少女合唱団！; 

% 場所：市民会館 f 

含 大ホ-ル£ 

^ 時間：18:00 開演 C » 

g W 合せ： 26-131 丨 * 

每 兩民会館 

办❶ホホ也中，办电中❶ホ和 


ふれあい 

さわやか 

山榮中央鈸汗 

•f I 知立川 m 典松術卜 

TEL 0425 -26-157 t 


「ク V . 丨ン多摩川 Jat 
ぅ25年ら絞けている ii 抑で 
す mlc ; の熟庇と根^、「4 
川の^り」に成&1て$ま 
I た-そ L て诤 j とい 
ぅことの大切さをおしえて 
く n ています • 

典如%で U 今 nt 「ここ 
ろ?*:われる(0:界 J へお招き 
できればと、お侍ち巾し上 
げてお今ます** 




■ m 時 7 H 15 ng 
2時 I 彳時 

■ W 本辟 •« 如- E 物 M をはじめ t 
1て«*_など盛9だくさんの叫惫 
が L てご?います* 

■お 中 L 込み 
は r えくてび 

•あん . n ンパ \ ▲ * ^ 

ニォン‘里'-身省；ゾ- 

を f 滩して{ ぐ、 

れた人》へ • 



「 E 肤的な 
あたたかな絵 
を描いていた 
いと思<1てい 
るんです」と 
語も森 ( rt 保さ 
んは*^は立川山役所の総務 ！ ftii 
さん。松は品校畤代の英術部の時 
からがはじめで•かれこれ 40 年の 
キヤリア*その問•秋川荚術《人 
贫 • Lff の n 本消興会特別 •« •勁 
労荚術《の ts 等 • 》々の赏を受賞。 
11城は 3 lal •他 • * 川の芙^^会、 
秋川英術*#:連21 . r 4 会と，実にい 
ろいろな塢で活 n 木*; ft 興会会 
ft である"表紙の； a は•南口** 
付近での^13祭りの晛孩を描 V し 
たもの • Ln * 地 7 C の出品用と® 
の出品)?1作品1で柬は狯の茉3埸 
所に M つているはどといぅ*人 IW 
の*たたかさ•生きざ i を T I マ 
にと描き较けたもの、多«川の愤 
をテーマにシリ—ズで始めたもの • 
また、ケ川の盗を： a で残したい t 
いぅことから*描き貯めている t 
いう*それも&人•知人で欲しい 
方にあげている t いう U 絵を ilfil 
て#を語る森さんの狯はまさにそ 
のライフワークその t のだった。 


uy / vrra>fv こ c ,鬌 a 拥 ； i n 
aAJrtp ^ 幻 Y 、 rr ? CB 鸩 /Jv 
pi ?> c < MMC "工 y 苺号 ： xrt > trt 

r /? l >々 nw ni 

TJaflrw 莩 



，0 嵌、^^ Y 令 > n ,4 .n 
-fM ,+11 In % ぐ ^- ox 百 ^ h 回 
2「1 YC 0」 取- X 寧 +11 

±114444 


ち ficjit が、 1 E I 1 I IB から » 奈川 
限になる i での u んのわずかの間， 
紫 3 rt * I は WW だつたのでしょぅ。 
©• f 资辟 0 人 Ittlm ® 口»|川« 

〔6月 号の答〕❷ 

ム川.：4水は神余川垠と! R 京府に 
またがつていたため， if 理上*不 
都/- S 口が t く •叫治19年のコレ今 M 
ざをき《かけ(:«*咐は水の術| 
管理の一本化を強く*甲： •»$_ 
油ぅずまく中で叫治 26 年 •- 多嗱 
は电京 lf . l となつたのです • 


東虱 


原 fs 締切り，ギリギリの時に朗 
执が舞ぃ込んだ*银知斯»|の*\ 
r :« t / L であったのだ•小；&弘子の 
ォリンビック出場が決まったら| 
|&に报らせてくれと。決まつたと 
いう%^を6 H 7 U に受 けた#弘 
f ちゃんの近況については昨年 1(1 
Hllir * に椹級させて ffi いた•いま«, 
也 L てみる t 「シブキの乙女」は^ 
に爽やかな表 W をしている。波 fc 
と： ju めて会つたの u . t う7午 
前になるが.た川. h : 1校時代に NH 
KW カスーん会で«!!#した時であ 
った。虚弱沐質の fA * 女を「ふつう」 
の W ) J ( 状態1:までも r ていこう t 
いう•ご两钳の«|ぃから小学生の 
時すでにカス—にのつていたとい 
ラ•はじめは -1 川あそび」だった 
にちがいない••こういう少女が 
いますよ.と教えてくれたのは Ji 
十 wir - rli さんであった， J1 - 十 il さ 
んは马時錦町に tt んでおられ"氓 
づくりの名人であった•同じ人が 
カヌーの逢人で tA るなんて分 rf 
が4い遒ぎるので俄には伝じがた 
いことだ urL l a さんか.ら藥袋# 

I さんを3 i かされ*さらに！ f 町で 
レストランをやっている WW 多 tfi 
さんもまた*カヌーでの1¢格な 
のであ〇た ••えくて びあんの ra 
辺には 「 P 2 U カス—ィスト」がたく 
さんいるなあ t 思つていたところ 
へ•弘、1-ちゃんの今 II の快学であ 
る^ W ら L い 指 禅^,- t«J 患 
まれて、今：！！：^が刷り 1: がる頃<: 
はパルセ〇十の空の ド だ •叱‘ b れ 
てなほ水遊びえ <てびあん 
0 

-*5小川知チ！ II 川 !* 中；；：»25»|!田15?.乎 
♦只 iE 乜 *13 雷 IUJ 田き - f 
<葛秦：1天??芡«椎«|_ IrJLllIh 

スタジオ7 6 9 ItlllleJ 多 ！ E 


1え <てびぁん第96§ 

平成四年七月 I 日発行 
耗行断えくてびあん*集エ M 
聚京部立川市繫岫町丨 i 3 T - 如 
«破ビル 3 F | 丁110 
氰路〇四二五铆〇〇—? 

FAX 0811 五(?|)|?9 7 

0集人立井鬌介 
印 W 所 W 大廣社 


漢字 I 字揷入せょ 

うかうか三十 
今1ろキ1ろ□十 

巴だけでは 

和尚になれぬ 



頃は明治紡期、 

二|客 V はまだ^^ 
ではなく•品 Ml ® 
と韮山 m が ftw に 
入り JL れておりま 
した。立川(当時 
は紫^村) t 然り•叫治4年 6 n , 
nlj : よぅやく 4 HIII1R にま t まりま 
1たが^年|11=:にはまた他へ秫笹 
され•その H 未には it に i た神 S 
IIIIR に4!わるというめ—ぐ'〇しさ • 
その後は明治 26 年 irL ば 



新記録へ、 IV つと 

「 sdtt が出ない 
時は本ちに辛く 
«ち込んだけれ 
ど*そんな時. 
朗|!||の保 Jtl 先生 
が？ぇてく n た 
練 S 方法で®: 

びトラィ L たら， n 己べ 
12メ—トル? J を出せた* 

の時は本 st :« f しか<1た」 

と iR る三中の f / H 枯子* 

このはど•都 r ジュニア睦上 
« tt 記 li 会において$女 
4投げで大会 Ksd 铖で »»•• 7 n 
に行わ n る骷大会で含国大会の標 
噍妃録突破をねらい•全 M 人会 m 
叫に賭ける•受験 t いう^ H も迫 
つて<&が-9まで蜞張り i 十と 
いう盗ぶは#い • どこまで — Jtg く 
へ rilf て欲 L いものだ- 



卷スゆ<田んぼに 

ビント合わせ 

「現代人は纪 n 忙し過ざて sel 
でも本- 5 Tl : a るといラこ I はあま 
りない“そぅ L た中に砝れをとつ 
てく n るのは•出八ばをゆつたり 
と眺めて H . たりして白然に唏るこ 
だつたのに，それも > ffi くなろ 
ラ tl ている」と•その人切 
さを；路つてくれたのは•こ 
のは f •フロム中武のギ 
ャラリ I で「出んばの iiJ 
いぅ J 6« K を m いた写與家 
の花段<4-さん*立川の主秘ら 
の ¥0# ws の森のシャッタ—と 
7ィシヤツタ 

丨の会 H 約40 
S の力作は一 
つ一つがこの 
チ|マを語り 
かけてくれる* 




も元気/ 


暑い夏には夏バテと言ぅ首葉があるが、とかく体調を崩しがちな季 
節。けれどエネルギ—いっぱいに燃えて活躍できる季節でもある。こ 
の夏を元気に熱く生きるには…。耳よりな、そして過保護 SI 味の現代 
人にはちょっぴり耳の痛いヘルスアドバイス。多摩地区でも評判の 
高い、立川の誇る東洋医学專門家三人の先生にお話を聞いてみた。 

•種々のアドバイス 

• 1¢は - ff - ilg に L ていてもいつも 


•戛バテとは 

• 「 X い a <: はク—ラ—で涼しく 
して • i た、冷たいものを W 袋の 
屮に人れたくなるけれど*自分が 
楽をするねに .3 然を SLIII 1 ょぅと 
するとこ* C に却つて，わがままか 
ら快瀘さを失つて L まつたのが • 

&バナかなめ J t 雄 C て<れたの 
は•その ja4n 年以—の柳下はり院 
<噃町》の榊‘卜钱ぶ夫*;生" 

•『心 W と小 W に症状が％れやす 
いのが ft で、そこ l : ra 係す6分汴 
のバラン X を wt ことが.*:バテ」 
と，ソフトカィ0と ft * 5 ?* 的梭の 
ミックス沿1«にょ0臟»の11;1い 
m 能を|*|:1める wt にへ J - 眼を菜く. .«! 
木«冰|»!报センタ|<綿町)の热 
木 a 弘先生 • 

•「外からの剌渺に«1^できなく 
なり.人^と|01|4のアンバランス 
がストレスとなつて|つには *31 き 
ti こ十」と*オステォパシ I の4 
塌から活してくださったのは*0: 
冬で：！^人，イギリスの fi 秀！>位 
を侍つ立川カイロブラクテイツク 
すフイス <曙町>の平塚兄一充忙" 


ょり •^- S ^ EtJu . が多いんです" 
ですから*その ( ft 給をぅまく IITI ぅ 
ことは LMfs ですが、それは • W 拟 
から、スタ—卜します•例ぇば* 
«起さ抜けに一杯の水を肽みます 
これから’沾勛する6号を送る • 
とになり.糾食時には，スム—ズ 
に回転する訳です， 

•体を冷さないことが大切で•蓼 
少 ) f が出ていてもいつも沐があた 
たかになつていることが*快迪に 
觔ける® W ですからその時は： K い 
なあと恐つて t すぐ *© 的にク丨 
ラ—をかけない方が fe 時問では • 
能率がょかつたり It す」{跖木尤 
生》 

•「 Jr は、并 f ** 水の8«くらいで汾 
や L たすいかが 一 S 冷たくて芙味 
I いとされていた《今は、冷*嗥 
で味 t わからないくらい冷たかつ 
たわする•冷たい水は，： a の中で 
2時問«たなぃと浓けなぃ*一11: 
中，お W が^たいといけない j (柳 
ド先生> 


•テニスボ—ル健康法 

ょく«:が W かつたり•軟らかだ 
つた OL て、当たる! S じが^^ち 
いいと.®じた！はないでしょう 
か•脳 fr 脑液の?£れをよくするこ 
とが、疲労回%に*がるとする • 

ォステォパシ I •その考ぇ方で • 
チニスボ—ル ffi .'* 法のサ案 ft と L 
て • 如られる^嫁先卞=人阬と間 
W のバランスが W 脊脑液の淹れに 
稅れるという。仕事をしなければ 
いけないと.©ラのは大餸のはたら 
き • L か L •さ lir り r ■ いといラの 
が •& 能のはたらき•この2つがう 
まくバランスを保つところ«»で 
あるのに»いのに L なければい 
けないという、「 I なければ思考！： 
路」の多い人は.ストレスになつ 
て•パテやすいと说く•このボィ 
ントとなる M の後！ g 部1;流れる駐 
frag 液を娴漱することが人 ««!!* 
になるとするこのテニスボール« 
谈法。後 MW に S ： くテニス•ホ—ル 
を当ててみるだけで*^庭でも (ft 
爭にできるこ t か .1’ 脚'} t を浴びて 
きています BW : 式と硬式，交 a に 
桷ぇて両方やつてみるとさらに^ 
持ちがいい • 

「本象は -W 然とうまくつ5あつ 
てい{のが人№1のうまい生き方」 
と語る柳下先1:_^:分が.£バテぎ 
みになつた時、 fl 分はどれぐらい 
flttt つきあぇているだろうか • 
そんなこと I 考えながら «[ を iM ご 
L てみるだけでも' これからます 
ます？}*さ ii しくなる a が少 L 今ま 
でと12つて兄えてくるか t しれな 


▼ hit にツボを押えて“、 a りをぅつ供下先金 I 



ことわざ 答 ! h 



































